
 

 

［コメント］ 
船田紀明氏（電通総研研究主幹） 

 
 1990年代から、電通総研が企画した地域活性化のためのセミナーに取り組んできた。最近の活
動では「東北ラウンドテーブル」というタイトルで、東北の各県の県紙が共催で 1995年から 2001
年まで、1回 200 人くらいの方々に 2 泊 3日の合宿形式で集まっていただき、地域活性化を考え
るセミナーを実施してきた。こういう中でレインボープランともかかわってきた。 
 まず私が感じたのは、レインボープランの活動は、ポスト近代化社会の運営のひとつのプロトタ
イプとして、一つのサクセスストーリを提供しているように思えたことである。我々電通の関係し
ているコミュニケーションというジャンルからいうと、21 世紀の社会の一つの特徴は、ネットワ
ーク社会であろうというふうに思っている。レインボープランは人々が様々な形でネットワークさ
れていく。このような活動を実践していることに感銘を受けた。 
 その中でもいくつか重要な点があったかと思うが、まず、人口 3 万人の町で、自律的に活動が
なされていることである。広告の世界だと、テレビ、新聞に代表されるマスメディアというのは、
何百・何千万人という単位でビジネスをし、そこでメッセージが伝えられるが、レインボープラン
はこれとはまったくちがうモデルを提供している点で重要かと思う。 
第二点は環境に留意した循環型社会ということで、これも重要であろう。第三点は、市民主導型

の地域活性化の実践ということだと思う。先ほど菅野氏、竹田氏から出ていたように、行政の側か
らでなく、市民の側から内発的に持ち上がって実現した動きである。これは新しい社会を実現して
いく上で、非常に重要なキーとなる考え方かと思う。印象に残ったのは、足が地に付いた形でのビ
ジョンの構築である。東京で私たちが広告の活動を行っていると、クライアントの企業の方の希望
に沿ったことは考えるが、自分の生活から発想することはあまりない。実際自分が生活しているな
かで、何が必要かというところからの発想は重要である。またさらに、そのビジョンをネットワー
クを意識していろいろな方に伝えていった点や、行政などとの合意形成の努力を惜しまなかったこ
とも重要であろう。 
 四点目はコラボレーションが見事に実践されていることである。住民から発して、ネットワーク
化や合意形成を経て、行政を巻き込み、さらには次の展開で他の産業セクターとかかわっていくと
いった経過を辿ったそうだが、まさにセクターを越えたコラボレーションということで大変注目で
きる。 
 最後に、民間企業に勤めている身から眺めると、世の中が転換するような時代、レインボープラ
ンは地域活性化の問題だけではなく、企業活動にも大変インプリケーションを与えると思われる。
企業活動においても、生産者主導から消費者主導へということが頻りに言われているが、なかなか
上手く行っていない。我々は最近、「消費者」と呼ばずに「生活者」という言葉を使うことが多い
のだが、これもまさにレインボープランの考え方に近いと思われる。単に消費する者としてだけの
人間ではなく、人格を持ち、生活していく人が何を求めているのかを考えて、企業はサービスや商
品を提供しなければならないということを、われわれも企業人として肝に銘じなければならないと
思った。 
 専門性や立場の異なる人をネットワークしていくことも企業にとり非常に重要であり、この点も
重大な示唆をいただいたと思う。まず３人で始めて、ネットワーキングの過程で大きな動きになっ
たことは複雑系でいう自己組織化の例としても興味深い。 
 私達は最近アメリカのメディアビジネスを研究している。アメリカでは巨大な資本を持つ会社が
映画産業、CATV、放送局などを買収してコングロマリットとなっているが、そのなかで、最近面
白い動きがある。もともとちがう会社が一緒になったため、経営のビジョンを出しても、相互に理
解できず、コングロマリットのメリットが上手く生かせないという問題が生じている。そのなかで
最近登場した役割で、もともとちがう会社に在籍した人たちをつないで経営のビジョンを共有しよ
うとし、そのための役割を負った人をアサインする動きがある。この人物を称して、Synergy guy
と言うようだが、菅野氏の報告を聞いて最初に思い出したのはこのことであった。 
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